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ちょっと一 言 ◇神高第４１回生８０名（男子３８名・女子４２名）を迎え、平成２７年度がス

タートした。今年、本校を漢字一文字で表わすならば、『創』である。「創造」「創意」「創見」

「創作」「創成」◇「夢を発見し、実現できる学校」ディスカバリー・ハイスクール・セカンド

ステージ」である◇「高い志をもち、努力を」中世ルネッサンス期の芸術家・ミケランジェロは、

「人間にとって最大の危険は、高い目標を掲げて失敗することではない。低い目標で、それを達

成してしまうことだ」と教えている。（入学式式辞より）（Ｔ．Ｋ．） 

 

 

 

 

 

次
に
、
本
校
に
新
た
に
着

任
さ
れ
た
先
生
方
を
紹
介
い

た
し
ま
す
。 

山
口
文
和
教
頭
先
生
（
昇

任
）
、
福
永
和
誠
先
生
（
香
寺

高
校
）
、
柴
田
英
俊
先
生
（
松

陽
高
校
）
、
松
永
裕
子
先
生

（
初
任
）
、
作
美
奈
先
生
（
初

任
）
、
須
谷
哲
章
先
生
（
赤
穂

高
校
）
、
高
橋
拓
夢
先
生
（
姫

路
北
高
校
）
、
原
田
奈
奈
先
生

（
網
干
高
校
）
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
メ

イ
リ
ー
ド
・
ハ
イ
ネ
ス
先
生
、

事
務
に
西
川
ち
な
み
さ
ん
、

木
下
真
央
さ
ん
、
以
上
10
名

の
先
生
方
で
す
。 

職
員
も
新
し
い
顔
ぶ
れ
と

な
り
、
今
年
も
更
な
る
発
展

と
飛
躍
を
め
ざ
し
て
、
様
々

な
教
育
活
動
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。
本
校
の
教
育
活
動
が
、

今
後
も
地
域
の
皆
様
方
の
ご

期
待
に
こ
た
え
ら
れ
ま
す
よ

う
、
教
職
員
一
丸
と
な
っ
て

一
層
の
努
力
を
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
本
年
度
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

春
は
出
会
い
と
別
れ
の
季

節
で
す
。
長
き
に
渡
り
、
神

崎
高
校
を
支
え
て
こ
ら
れ
た

先
生
方
と
も
、
こ
の
春
お
別

れ
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
春
の
人
事
異
動
に

よ
り
、
本
校
よ
り
転
出
さ
れ

た
先
生
方
を
紹
介
し
ま
す
。 

木
村
靖
朗
教
頭
先
生
（
明

石
清
水
高
校
）
、
名
村
香
織
先

生
（
姫
路
飾
西
高
校
）
、
筒
井

翔
子
先
生
（
姫
路
し
ら
さ
ぎ

特
別
支
援
学
校
）
、
林
忠
彦
先

生
（
姫
路
聴
覚
特
別
支
援
学

校
）
、
多
田
直
樹
先
生
（
姫
路

西
高
校
）
、
越
川
久
仁
彦
先
生

（
小
野
工
業
高
校
）
、
Ａ
Ｌ
Ｔ

の
ジ
ェ
フ
・
マ
グ
ワ
イ
ラ
ー

先
生
（
飾
磨
工
業
高
校
）
以

上
７
名
の
先
生
方
と
事
務
の

小
竹
森
雄
介
さ
ん
（
県
教
委
）

が
、
本
校
か
ら
新
し
い
勤
務

先
へ
転
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
足
立
的
史
先
生
、
鶴
田

裕
久
先
生
、
事
務
で
大
変
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
髙
田
延

子
さ
ん
が
ご
退
職
に
な
ら
れ

ま
し
た
。 

次
の
勤
務
先
に
お
い
て

も
、
本
校
で
の
経
験
を
活
か

し
大
い
に
活
躍
さ
れ
る
こ
と

を
祈
念
し
て
い
ま
す
。 

し
た
。
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
・

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
神
崎
高
校
生

と
し
て
、
初
心
を
忘
れ
る
こ

と
な
く
、
有
意
義
な
高
校
生

活
を
送
ろ
う
と
い
う
強
い
希

望
と
決
意
が
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。 来

賓
の
方
々
か
ら
も
、
新

入
生
へ
の
祝
福
と
激
励
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
、
新

入
生
は
入
学
へ
の
気
持
ち
を

新
た
に
し
ま
し
た
。 

神
崎
高
校
で
の
三
年
間
、

新
入
生
は
様
々
な
経
験
を
し

て
、
多
く
の
こ
と
を
学
ん
で

い
く
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
社

会
に
必
要
と
さ
れ
る
人
材
と

な
り
、
世
界
に
羽
ば
た
い
て

く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。 

４
月
８
日
（
水
）
、
本
校
体

育
館
に
て
、
平
成
27
年
度
入

学
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

厳
粛
な
雰
囲
気
の
中
、
入
学

を
許
可
さ
れ
た
の
は
、
神
崎

高
等
学
校
第

41

回
生

80

名

（
男
子
38
名
・
女
子
42
名
）

の
新
入
生
た
ち
で
す
。
昨
年

に
引
き
続
き
、
難
関
と
な
っ

た
本
年
度
の
学
力
検
査
で
合

格
を
勝
ち
取
っ
た
新
入
生
た

ち
は
、
少
々
緊
張
し
た
面
持

ち
で
、
校
長
先
生
よ
り
本
校

へ
の
入
学
を
許
可
さ
れ
ま
し

た
。 入

学
許
可
の
後
、
一
年
二

組
照
田
汐
音
さ
ん
が
新
入
生

代
表
の
宣
誓
を
お
こ
な
い
ま 

 


